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しろ うま だけ

越中八尾越中八尾越中八尾

風景紀行

お
わ
ら
風
の
盆
と
白
木
峰

�

［
富
山
署
］
富
山
市
八
尾
地
区
（
旧
八
尾
町
）

市
街
地
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

古
く
は
「
富
山
藩
の
御
納
戸
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
豊
か
な
町
で
、
飛
騨
と
の
交
易
や
越
中
売
薬

な
ど
で
栄
え
て
き
ま
し
た
。
町
内
に
は
、
江
戸

時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
古
い
町
並
み
が
あ

り
、
諏
訪
町
通
り
は
日
本
の
道
百
選
に
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
並
み
を
歩
く
と
道
の

両
側
に
は
火
防
・
流
雪
用
水
路
「
え
ん
な
か
」

と
呼
ば
れ
る
用
水
が
あ
り
、
水
の
奏
で
る
音
は
、

日
本
の
音
風
景
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
八
尾
地
区
で
は
、
毎
年
九
月
一
日
か
ら

三
日
に
か
け
て
全
国
か
ら
二
十
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
る
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
二
百
十
日
の

前
後
は
、
台
風
の
到
来
が
多
く
、
昔
か
ら
収
穫

前
の
稲
が
風
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
豊
作

祈
願
が
行
わ
れ
、
こ
の
祭
り
が
「
風
の
盆
」
と

言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

祭
り
の
情
趣
を
最
も
堪
能
で
き
る
の
は
、
踊

り
手
、
唄
い
手
、
伴
奏
者
が
一
団
に
な
っ
て
坂

の
多
い
町
の
道
を
進
む
町
流
し
で
す
。
無
言
のおわら風の盆

白木峰から浮島に至る登山道（野積国有林）

浮島の池（野積国有林）

踊
り
手
た
ち
が
洗
練
さ
れ
た
踊
り
を
披
露
し
、

越
中
お
わ
ら
節
に
哀
調
あ
る
胡
弓
の
音
色
が
添

え
ら
れ
、
来
訪
者
を
魅
了
し
ま
す
。

　

八
尾
地
区
の
南
部
、
岐
阜
県
飛
騨
市
河
合
と

の
県
境
に
は
野
積
国
有
林
が
あ
り
、
白
木
水
無

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
木

峰
の
山
頂
一
帯
は
、
ゆ
る
や
か
な
起
伏
の
草
原

で
散
策
道
が
整
備
さ
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
自
然

観
察
を
楽
し
め
ま
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
コ

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
高
山

植
物
が
開
花
す
る
六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
頃

が
一
番
の
見
頃
で
す
。
山
頂
か
ら
木
道
を
歩
い

て
い
く
と
高
層
湿
原
（
池
塘
）
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
の
池
、
二
の
池
、
三
段
の
池
、

消
滅
の
池
が
あ
り
、
木
道
の
終
点
に
は
「
浮
島

の
池
」
と
呼
ば
れ
る
池
塘
が
あ
り
ま
す
。

　

白
木
峰
の
標
高
は
一
、五
九
六
㍍
あ
り
ま
す

が
、
標
高
一
、三
五
〇
㍍
に
駐
車
場
が
あ
り
、

山
頂
ま
で
は
一
時
間
ほ
ど
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

 

八
尾
市
街
へ
は
、
富
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
三
〇

分

　

 

白
木
峰
登
山
口
駐
車
場
ま
で
は
、
八
尾
町
市

街
地
か
ら
車
で
五
〇
分

【
周
辺
散
策
】

八
尾
市
街

　

 

坂
の
町
美
術
館
、
越
中
八
尾
観
光
会
館
（
曳

山
展
示
館
）、
八
尾
お
わ
ら
資
料
館

白
木
峰
周
辺

　

 

仁
歩
ほ
た
る
の
里
、
大
長
谷
（
お
お
な
が
た

に
）
温
泉
、
杉
ヶ
平
キ
ャ
ン
プ
場
、
二
一
世

紀
の
森
な
ど


